
青森市と弘前市の通勤圏

一高度経済成長期以降の通勤流動の広域化一

藤将範

1 .はじめに

第2次世界大戦後のB本の高境経済或長は都市への人口集中を引き起こしたむそれと同時に，

都千主的な生活が農村部lこも広がり 都市と農村の関係iまいっそう緊密になったの

こうした流れを受け，自治省、では，住民の呂常生活や経済活動がますます広域仕する一方で，

多様花・高度fとする住民ニーズに対応したより高震な行政サーピスの提供が求められていると

して，市町村の枠を越えた広域行政の推進に取り組んでいる

本稿は， 1965年， 1980年， 1995年における青森市と弘前市を中心とした通勤摺を設定して，

通勤流動の酉から 在民の日常生活や経済活動が広域化している実態を明らかにすることを目

的とする c 住民の日常生活や経済活動での行動範習を的確にとらえることが 住民生活の実態

に合った広域行設の につなカfることになるであろう

2 .研究方法

多くの通勤留に関する研究では 市町村に常柱する就業者のうち 他市町村へ通勤する者の

割合が通勤比率や通勤流出率として使われている O 通勤麗を設定する基準には，全国的な都市

圏詩究では 5%，大都市圏の考察では10%が多く使われてきた(森川・ 1990)

本稿では森川(1990)の方法で通勤圏を設定したむすなわち，中心都市(青森市，弘前市)

への活動流出率が5%以上の市町村の範圏をそれぞれの通雲閣とした。 J扇動流出率 5%以上の

通勤先市町村を 2つ持つ市町村については その通勤流出撃の差が3ポイント以内の場合に

方の通勤先の通勤圏iこ含めたゥまた，通勤流出率 5%以上の通勤先市f!lT村が3つある市町村に

ついては 3市町材への通勤流出率の中で最も高い儲と最も抵い値の差が3ポイントJ-j、内の場

に 3つの通勤先の通勤潤いずれにも含めることとしたc

就業者数は担勢調査の結果を患いた。その就業者数は常住地によるものである

また，通勤雪量を設定する調査年は，最新の1995年，青森市が野内村を縄入して現症の市域と

なった直後の1965年，それに，その中間の1980年であるコそれぞれの時代背景を考えると，

1965年は高度経済或長期の後半にあたる。また， 1970年から域反政策が始まり， 1973年に石油

危機が起こるなど，社会の大きな変化の後に行われたのが1980年の諜査である。そして， 1995 
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震はバブル景気の崩壊後にあたる G

3.中心都市の概観

の市は青森 (29.4万)， 

(4.88万)，五所川原 (4.85万)， 

(24.2万)，弘前 07.7万)，十和田 (6.2万)，むつ

( 4.1万)，黒石 (3.9万)の8市である

(人口は1995年国勢調牽による c このうち青森，八戸，弘離の3市は[昭和の大合評j以前

に市出jを施行し rf百三市Jと呼ばれており，残り 5市に比べ格段に中心性が高い。

と弘前市はともに|呂弘前藩の領域にある O また，荷市開の距離は給40kmであるのに対

し，関市と八戸市は100主m以上離れている。そのため， !日三市の中で辻青森市と弘前告がより

密議な関係にある O そして，覇辺には間帯それぞれの勢力置が広がっているが，脊森と弘前の

両市と関係が深い市町村もある O 接数の都市が互いに影響し合いながら周辺市町討に勢力を広

げている地域の事例として，この地域を取り上げた。

青森市は県のほほ中央にあり 公務や商業などが産業の柱である O 県庁所在地として県の行政，

経済の中心的役置にある O 一方の弘前市は熱海罰部にあり，主な産業は米やリンゴなどの農業

である O 市内に組光資源が多く， ~掌軽地方の中心都市辻観光都市でもある

通動流出率(%)

圏 20.0-

~砂19.9

10.0-14.9 

5.0-9.9 

太織は通動画の外縁

鏑線は市町村界

塁1 通動車の範菌と通勤流出撃
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4.通勤閣の設定結果

1965年. 1980年. 1995年における と弘前市の通勤冨を前述した方法で設定し，図 1に

した。まず，青森市の通勤閣は各年次とも平内第T，蟹自費じ蓬田村，平舘村，浪関町である

次に，弘前市の通勤罷は1965年には岩本国T，相馬村，大鰐町，尾上町，田舎館村であった。 19

80年と1995年に 者本町，相馬村，茜目屋村，藤崎町，大関簡T，思上町，平賀罰T，

盤村，田舎館村，碇ヶ関村，板柳町となり，範盟が広がっている。

また，表3 した通勤流出率5%以上の通勤先を複数持つ町村ではいずれも，通勤流出率が，

最も高い通勤先とほかの通勤先とでは 3ポイント以上の差があるため，それぞれの町村をj扇動

説出事が最も高い通勤先の通勤菌に合め

ここで，雨中心都市の通勤圏に含まれた潤辺市町村について概観する。

人口は，黒石市では玲65~80年の間は増加したが， 1980~95年の間は減少した O そのほかの

町村では軒並み減少している O

間中心都市の周辺甫町村の産業を見ると，第 1次産業が中心となっている O 大まかにとらえ

ると，東i季軽郡の荷村では農業と漁業が柱である。 南i季軽郡，中津軽郡，北津

軽郡核抑留Iでは米とりんごの栽培といった農業が中心である。

第 1次産業就業者の割合は全市昨季すで抵くなってきた 1) 0 1 ち65~80年の間に{震の低下

が急だった市町村が多い。第z次産業就業者の割合はおおむね高くなってきている O 第3次産

表1 常住地による各市町村の産業期就業者の割合
単位%

1980年 1995年
3次i第 1次 2次第3次 第 1次 2 次 | 第3 次業
業産業 産 業|

17.3 20.7 61.9 5.9 19.7 74.4 3.3 19.2 77.1 
54.4 17.6 28.0 36.1 26.4 37.5 29.7 28.5 41.8 
55.2 14.3 30.5 31.3 28.0 40.7 28.4 28.2 43.2 
69.8 10.1 20.1 41.7 26.9 31.3 32.4 32.6 34.9 
62β 18.5 18.8 40.3 29.9 26.8 34.1 30.4 35.3 
68.4 6.0 25.6 40.4 16.7 42.8 29.0 24.6 46.2 
38.9 14.0 47.0 23.5 17.7 58.7 17.3 19.3 63.3 
52.4 12.5 35.1 29.7 23.9 46.4 20.3 29.1 50.6 
74.8 9.9 15.2 53.3 17.7 28.9 44.2 20.5 35.3 
82.6 7.6 9.8 67.2 13.7 19.1 58.5 17.5 23.6 
51.3 35.9 12.8 48.1 30.6 21.2 40.3 29.3 30.3 
67.3 8.5 24.2 46.6 18.2 35.2 34.6 21.6 43.7 
55.4 12.4 32.3 35.8 21.0 43.2 27.8 22.8 49.3 
59.8 13.0 27.1 35.0 21.0 43.8 26.2 28.0 45.7 
71.3 9.9 18.7 43.1 24.3 32.4 34.1 26.9 38.9 
74.3 6.7 18.9 39.5 23.2 37.3 28.2 27.2 44.6 
71.2 9.5 1立3 36.5 26.0 37.5 28.7 28.4 42.9 
54.4 14.8 30.8 29.0 20.4 50.6 21.5 24.1 54.4 
69.6 6.1 24.2 55.7 11.6 32.6 44.5 17.5 37.9 

資料.1965年， 1980年. 1995年国勢調査報告
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業就業者の害IJ くなってきた 1965~80年の間に大相に高くなり， 1980 ~ 

の関はやや高くなった市軒村が多いc

5.通勤流動の分析

( 1 )通勤流動の性格

青森市と弘前市の雨中心都市で従業する就業者は増加し 他市町村からの通勤者も増加して

きている(表2，表3) 

通勤者の産業を見ると，第 1 ;まわずかで、ある。通勤者のうち，第2

者の割合は30%前後 第3次産業就業者の割合吋70%前後で 年を経てもあまり変化していないっ

に第 1次産業就業者が少ないことから，ほとんどの第 1次産業就業者は，居住する市町

村内で働いていることがわかる。

表2 膏蘇市で従業する産業尉就業者数

表3 弘欝市で従業する産業別就業者数
単位入， ( )内iま%

資料.1965年， 1980年， 1995年国勢調査報告

(2 )青森市と弘前市の関の通勤流動

青森事と弘前市の間のj扇動流動は両方向ともに増大しているウ弘前市から青森市への通勤者
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数の方が，青森市から弘前市への感動者数よりも多，， ~o 1995年には弘前市が，

者数が最も多い市町村となっ

青森県の行政，経済の中心とし寸撲龍を持つ。企業の支告の立地を見ると，支庖数i立

方が弘前市よりも圧倒的に多いっまた，脊森市では上位機関が仙台にある支自が多いのに対して，

弘前市では上註機関が青森市"にある支応が多い(中島・ 1989)二こうしたことから都甫の

を考えると，青森子容は弘前市より上設にあると言えるコそれが，弘前車から

者が非常に多いことにつながっていると考えられるョ

( 3)通勤流動的広場化の背景

通勤iA動が増大し広域{としてきた背景には まず，交通条件の改善があると思われるつ

内では道路の整備が進み，自動車が普及してきた 3 こうして中心都市と毘辺市町村との問の

言動車による行き去がしやすくな与，通勤流動の増大や広域化につながったと考えられる

通条件の改善には鉄道の整舗も挙げられるが，青森県内では設道や路報パスなど公共

の利用者は減少が続いているため 鉄道の整需が進んだことが通勤流動増大の背景にあるとは

えない心

次に，表4を見ると農家は全体的に減少し んだことがわかる G したよう

に第 l次産業就業者の割合は散くなり 第2次・第3次産業就業者の書IJ合は高くなってき

ように第 1次産業就業者はほとんど，居住する市町村内で働いているひ吉町村間の通勤

表4 各市岡村の総農家数と兼業農家率

第一種 (戸j 第種 第一種 (戸)

39.1 45.1 5，765 18.1 75.8 3，9るO 19.6 71.6 
31.2 60.5 1，858 10.7 85.7 1，158 11.1 81.8 
33.4 55.1 424 24.1 72.4 237 30.4 60.3 
48.る 34.0 635 33.5 57量5 431 21.6 68.4 
7.7 89.6 449 4.2 93.5 195 10.8 75.9 
38.5 2る.8 2，670 33.9 47.3 1 35.9 46.0 
40.8 26.3 9.516 39.9 41.3 ア，800 38.4 41.8 
50.6 29.9 3，436 40.3 50.5 2ち740 29.3 59.1 
39.6 32.7 2.016 43.7 39.0 1.625 41.3 39.4 
53.3 22.9 715 46.7 32.0 623 50.7 27.9 
36.0 ら壬.ち 440 23.4 72.5 361 25.8 64.8 
44.6 18.7 1，469 37.5 37.5 1，134 3号.1 40.7 
40.4 44.0 1，577 34.1 58.5 1，172 36.3 55.2 
51.1 36.4 1，343 32.8 59.5 1，118 22.7 65.9 
34.6 32.2 3，261 38.0 53.7 2，747 29.6 58.8 
50.2 17.5 924 32.8 57.8 802 23.1 66.5 
48.3 28.8 60.3 1.250 21.1 

284l615 3るoI 29.7 63.6 255 33.3 
40.7 I 14.4 2，460 I 43.5 29.5 2，070 37.2 

資料 e 青森県企阿部統計課
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者のほとんど坊主第2次・第3 ある G

したことにより，通勤流動も増大したと

また，通勤流動の準大の背景には，高町村ごとに特有の

きく変化し，第2次・第3次

えられる

ることも考えられる会例え

ゴ西日屋付では，弘前市への通勤流出率が1965年の1.6%から，四80年には20.9%，きちに199

5年には30.0%と急激に上昇した二この急激な変化には鬼太鉱山iの閉山が影響したと考えられる 3

807年に発見された宅太鉱山は1952年から本格的に需発され，最盛期の1971年ごろには日

数の鉱山;二発展したっ石地危機以降，市況の悪北や資源の枯喝などで1978年に掠出，後に閉山

したと:西司屋村は村内の大きな就業の場を失い，人口は激減し，弘前市への通勤者が急増した

と考えられるコ

6.おわりに

と弘前市の通勤圏を について考察した結果をまとめると，次の通り

であるこ

には各年次とも S町村，弘前市の通勤圏には1965年は 5町村， 1980年と 1995

年泣12市町村が合まれたっ中心都市への通勤流出事は再盟内の全市町村で上昇した

通勤流動が増大し広域化してきた背最には，道路整備や自動車の普及で吾;辺市町村から

中心者[Smへのマイカ…通勤が容易になったこと Z産業構造が大きく変化し，第 I次

し，第2次・第3次産業就業者が増加したこと，などが考え与れるこ〉

唱のように，青森市や弘誌な甫と，問辺市田I村との間の通勤流動は増大してきたひこのことは，

都市と農村の関係が緊密になり 住民の自常生活や経済活動が広域化していることを示してい

ると考えられる C こうした傾向を踏まえて，広域行政の推進をはじめ，広域的に活鞍する

にとって生みよい環境づくちをより一層進める必要があろうむ

本稿を作製するにあたって，

に深く感謝いたしま

{参考文献]

ご助言いただきました水野諮先生，

(1981)八戸市の通勤圏に関する地理学的考察 弘大地理， 17， 23~28 

金坂清則(1979) 通勤・通学iこよる移動 扮藤達現・内藤博夫.w口不二雄編
f人日流動の地域構造j大明堂， 231 ~ 245 

(1980) 岩手県における通勤流動

玉川安彦(1984)弘前市の都市圏

東北地理， 32 4， 194 201 

・i語学者の移動から見た場合

18 -



弘大地理 20.30----36 

(1973) 通勤圏とその変化 西村嘉助編[地域変化J大明堂. 257----284 

中嶋 裕明(1989) 支吉の立地に見る響姦畏の都市の階}言控 弘大地理 25. 臼へら8

森JlI 羊(1990) わが国の地域的都市システム 人文地理， 42-2， 97 ~ 117 

(1973) 通勤国とその変元 高村嘉助編「地域変化J大明堂， 257--284 

中嶋裕明(198民 :支自の立誌に見る青森県の都告の階層性 弘大地理， 25， 52 ----58 

i 洋(1990) わが国の地域的都市システム 人文地理， 42-2， 97---117 

19 




